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不特定多数の者
等の利用あり

不特定多数の者
等の利用無し

（ 0 ） 箇所

※　上記の結果が「0」の場合でも、条例により、不特定多数利用便所を設ける場合は最低1箇所の車椅子使用者用便房が必要です。

※　本記載例は、下記の複合建築物を想定しております。
B1F 駐車場
1F～2F 物品販売業を営む店舗
3F 機械室、電気室等
4F～6F 集会場
7F～11F 飲食店、サービス業を営む店舗
12F～16F ホテル（客室階）
17F ホテル（レストラン、バー）
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各階の面積の合計÷1000（端数切捨て）

当該フロア内の便所設置階の数
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以下）
（各階） 該当フロア数×２
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①(面積-40000)÷20000(切り上げ)+２
　　※ 階ごとに算定
②各階の値を合計
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車椅子使用者用便房必要設置数

該当フロア 階数 面積 必要数計算


